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Ⅰ 研究主題 

     

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

  日向市では、平成１７年３月に「日向市小中一貫教育基本計画」並びに、学校教育推進のた

めの基本方針である「ひゅうが学校教育プラン」を策定し、「学力向上」や「豊かな心の育成」

などを推進しながら、小中一貫教育に取り組んできた。 

  また、本市は国際貿易港を有し、電子部品や医療器具等の生産において、世界的なシェアを

誇る企業が集積しており、理数教育の充実・外国語教育の充実が求められている。 

  これらのニーズや施策を受け、本研究所では、平成１９・２０年度には、義務教育９年間を

見通した教育課程の工夫など、ソフト面の連携システム開発を中心とした研究に取り組んだ。

平成２１年度からは、その検証のための国語科、算数・数学科の授業研究を中心とした実践的

な研究に取り組み、教材分析の仕方や発問の工夫、話合い活動の充実など、学力向上に資する

授業の在り方について研究を深めることができた。 

平成２４年度から理科と英会話科に絞り研究を行い、理科においては科学的な見方や考え方

を身に付けさせること、英会話科においては英語に慣れ、コミュニケーションを図ろうとする

児童生徒を育てることに取り組んでいる。 

  特に本年度は、児童生徒の内発的意欲を確かな学力や実践力につなげるため、英会話科にお

いて、「実践的コミュニケーション能力の育成」をめざし、キャリア教育において、探究的な

学習活動における指導方法の工夫改善に取り組んでいる。 

  本研究所は、小学校と中学校の教員が一緒になって研究を進め、研究授業及び授業研究会の

際は、研究員以外の教員にも参加を呼びかけ、小・中学校から多数参加している。したがって、

本研究所における研究成果が各学校の具体的実践につながり、指導方法の在り方を見直す上で

も大変意義深い。 

Ⅲ 研究目標 

   学習指導要領の趣旨を生かした、学力向上に資する授業の在り方について究明する。 

○ キャリア教育の視点をもとに、探究的な学習活動の楽しさを感じさせながら、児童生徒

の確かな学力と実践力を身に付けさせる学習指導方法の在り方 

○ 英語に慣れ親しみながら、積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童生徒を育て

る英会話科学習の在り方 

Ⅳ 研究仮説 

  小・中学校において、キャリア教育の視点を踏まえた授業、探究的な学習の有用性を感じる

授業、学習指導要領の趣旨を生かした授業を展開すれば、児童生徒が学習に意欲的に取り組み、

確かな学力を身に付けることができるであろう。 

Ⅴ 研究組織 

 

児童生徒が意欲的に取り組み、確かな学力と実践力を身に付ける学習指導方法の在り方 

～キャリア教育を基軸とした学習指導方法の工夫改善を通して～ 

研究推進委員所 長 

副所長・事務局 キャリア教育研究班 

英会話科研究班 
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Ⅵ 研究の実際 

１ キャリア教育研究班 

  我が国の社会は、グローバル化や情報化、尐子高齢化など急激に変化し続けてきている。こ

れに伴い、２１世紀を生き抜くための力を育成するためにこれからの学校は、基礎的・基本的

な知識・技能の習得に加え、思考力・判断力・表現力等の育成や学習意欲の向上、多様な人間

関係を結んでいく力の育成等が求められている。  

こうした中、平成２３年１月の中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職

業教育の在り方について」では、「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能

力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」の必要性が示されている。この社

会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力は「基礎的・汎用的能力」として、「人間関係

形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」

の４つの観点において、その内容が示されている。 

これを受け、宮崎県キャリア教育ガイドラインにおいて、「自立した社会人・職業人の育成」

を目標に、小・中・高の縦の連携や地域・家庭・保護者・企業等との横の連携を図りながら、

キャリア教育の視点を取り入れた教育活動の見直しが求められている。さらに、日向市の「日

向子どもたちの未来づくりプロジェクト」においても、「学ぶ意欲を高め、『生きる力』と『学

力』を向上させること」を目標に、企業、学校、家庭・地域が一体となってキャリア教育を推

進していくことが掲げられている。 

そこで、本研究班では、児童生徒に学ぶ意義や将来への見通しをもたせながら、学習活動に

取り組ませたり、キャリア教育の視点で教育活動を実践したりすることで、児童生徒の学ぶ意

欲を高め、生きる力や学力の向上を図るための研究を進めていくこととする。 

 

(1) 研究主題 

 学ぶ意欲と将来への見通しをもち、たくましく社会を生き抜く児童生徒を育てるキャリ

ア教育の在り方の研究 

 

(2) 研究仮説 

  学ぶ意欲を高めたり、キャリア教育の視点に立った教育活動を展開したりすれば、児童生 

徒が将来への見通しをもち、たくましく社会を生き抜く力を育成することができるであろう。 

  

  (3) 研究内容 

   ア 児童生徒の意識調査の分析 

   イ キャリア教育の視点に立った学ぶ意欲を高める指導方法の工夫  

    (ｱ) 中学校(第 2 学年)における体験活動を核とした学習指導計画の工夫 

    (ｲ) 小学校(第 5 学年)における教科・領域を関連付けた学習指導計画の工夫 

ウ キャリア教育支援センターとの連携 
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(4) 研究の実際

ア 児童生徒の意識調査の分析

本研究を推進するにあたって、児童生徒の学校生活や将来のことに対する思いを把握する

ために実態調査を行った。対象児童生徒は、本研究班で授業研究を実施する小学校第５学年

・中学校第２学年(いずれも１学級)とし、その後の授業づくりに生かすことができるように

した。調査結果並びに分析は次の通りである。

【キャリア教育アンケート結果 調査対象児童…小学校５年２０名 中学校２年３３名 平成２６年 ７月実施】

（４段階評価；とてもそう思う…４ そう思う…３ あまり思わない…２ 全然思わない…１）

つながる力（人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力） 中２ 小５

１ 自分にはよいところがある。 自己肯定感 2.8 2.4

２ 自分の気持ちや考えを友だちに正しく伝えることができる。 伝える力 3.0 2.7

３ 自分と違う意見や考えをもつ友だちの話を聞くことができる。 聞く能力・態度 3.3 2.9

４ 友だちと仲良く過ごすのが得意である。 協調性 3.2 2.9

分かる力（人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力） 中２ 小５

５ 将来のため、今の学習は大切である。 今の学習と将来の繋がり 3.6 3.1

６ 将来のため、学校生活のきまりを守って過ごすのは大切である。 学校のきまりと将来の繋がり 3.6 3.4

７ 知りたいことを、本やインターネットを使って調べることができる。 検索能力 3.0 2.8

８ 自分で調べたいことが正しいかどうかを友だちと話し合うのは大切である。 協調して解決する力 3.1 3.0

創る力（自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力） 中２ 小５

９ 任された係の仕事などに工夫を加えることが多い。 改善力 2.5 2.7

10 しっかり考えて行動することができる。 熟考・深慮 3.0 2.8

11 努力すれば自分の可能性は広がっていく。 努力と将来の関係 3.9 3.0

12 将来どんな仕事をしたいか考えている。 将来の職業意識 3.1 3.0

やりぬく力（課題対応能力 キャリアプランニング能力） 中２ 小５

13 任されたことは最後まで責任をもってやれる。 責任感 3.2 2.9

14 苦手なことでもがんばってやってみることができる。 苦手に立ち向かう気持ち 3.0 2.9

15 自分のことは友だちに流されず自分で決めることができる。 他に左右されない強さ 3.0 2.8

16 問題を解決するために、いろいろな方法を考えることができる。 問題解決能力 2.8 3.0

日向市キャリア教育支援センターで作成したアンケートを活用

アンケート結果から、小学校第５学年では、「つながる力」における「自己肯定感」が低いこと

がわかった。これは、小規模校に見られがちな人間関係の固定化によるものが原因の一つであると

考えられる。従って、小集団に変化と活力を与えるような体験活動等を通して、自分や他者の個性

を理解する力を育てていく必要がある。また、中学校第２学年では、「創る力」における「改善力」

が低いことから、まずは身近な取組での課題を解決させていく必要がある。例えば学級の係や委員

会活動のような一人一人に与えられている仕事を工夫して効率よくこなそうとする態度を育ててい

くようにする。この取組は、将来仕事をする上での様々な課題を発見・分析し、解決することがで

きる力へとつながるものと考える。
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イ キャリア教育の視点に立った学ぶ意欲を高める指導方法の工夫 

(ｱ) 中学校(第 2学年)における体験活動を核とした学習指導計画の工夫 

   核となる体験活動を職場体験と位置付けて、学級活動と総合的な学習の時間の関連付けを図

って指導を行った。職場体験を生徒一人一人にとって充実した学習の場とするために、そこに

至る指導の流れが１つのストーリーとなるようにした。また、学校での学びと実社会を結びつ

けるために、「よのなか教室」をはじめとする様々な機会を通じて、生徒たちが実社会を生き

る人々と出会う場を多く設定した。実際の指導の流れは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

学級活動 

○ 今、自分を見つめる     (9月 12日) 

○ 自分らしい進路を考えよう 

  数年後を想像し自分史をつくってみよう 

 (9月 26日) 

○ なぜ、人は働くのだろう   (9月 30日) 

○ この職業には、こんな人   (10月 1日) 

○ 自分の適性についてまとめてみよう 

                (10月 14日)  

 

 

 

 

 

 

 

○「工夫」の視点で日常を見る・つくる 

(研究授業：11月 11日） 

※ パネルディスカッションで話題となった

働く上で大切な「工夫」と関連付けて授業を

行った。 

総合的な学習の時間 

○ 職場体験ガイダンス    (10月 8日) 

○ 事業所との事前打ち合わせ (11月 4日) 

 ・ 電話でのアポイント  (10月 21日～) 

 ・ プロフィール作成    (10月 22日) 

○ 「よのなか教室」     (10月 31日) 

 ・ 様々な職業について知る[話し手 10名] 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ パネルディスカッション  (11月 7日) 

 「働く上で大切なこと」 

 

 

 

 

 

 

 

○ 礼法講座(日章学園高等学校) 

「働く上でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門」  (11月 13日) 

 

 

 

 

 

 

 

○ 職場体験     (11月 18日～19日) 

 ・ 校区内を中心とする 86事業所 

○ 夢・進路についての学び発表 

 １年生を対象に      (１月２８日) 

生徒は、自分

が希望する 3

名の話し手に

よる講話を聴

く。 

生徒代表、 

保護者代表、

教職員代表、

話し手で実

施。 
事業所の具体

的な工夫をも

とに、自分が

今できる工夫

を考える。 
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（ｲ） 小学校（第５学年）における教科・領域を関連付けた学習指導計画の工夫 

  「自分に自信をもって、６年生への心構えをつくっていく」という方向性を児童に示し、自己

肯定感を高めるため、教科・領域との関連付けを図りながら、年間を通して指導した。主な活動

として、出前授業先の企業の方や「よのなか教室」の話し手に自己肯定感を高めることができる

ような内容での講話の時間を設定した。実際の指導の流れは以下の通りである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 日向市キャリア教育支援センターとの連携 

  本市では、２０１３年８月に「日向市キャリア教育支援センター」が開所され、日向商工会議 

 所を中核としたキャリア教育の推進が図られている。 

  日向市では、「日向の大人はみな子供たちの先生」を合言葉として取組が進められている。キャ 

リア教育支援センターでは、コーディネーターが、各学校のキャリア教育の全体計画についての

指導助言を行ったり、授業づくりへの支援、職場体験学習先の紹介や開拓、社会人講師の紹介や

調整を行ったりしている。また、職員研修や校内研究のサポートも行われており、学校のニーズ

に合わせた協力体制が確立されている。 

≪総合的な学習の時間≫ 

（ふるさとの時間） 

○ 「出前授業；日向中島鉄工

所社長」による講話 

『働きがいについて』 

        （10月 22日） 

○ 「よのなか教室」の話し手

による講話 

『自分のよさを生かして』 

        （11月 13日） 

 

 

 

 

 

○ 「よのなか教室」の話し手

による講話 

『自分らしさ』 （11月 27日） 

≪道徳の時間≫ 

 

○ 「夢に向かって」

（4月 17日） 

 

○ 「ありのままの自分」 

（10月 2日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「友だちのよさを見つ

ける」  （2月 12日） 

≪教科・学級活動等≫ 

 

○ 学級活動 

「友だちとわけへだてなく

交わろう」 （6月 12日） 

○ 英会話科 

「友だちとほめあおう！」 

（7月 11日） 

○ 学級活動 

「自分を見つめる」 

    （12月 4日）         

○ 学級活動 

「学級の仕事の幅を広げよ

う」      （1月 7日） 

○ 国語 

「人間の生き方をえがいた

伝記を読もう」 

 （3月：10時間） 

 

 

 

 

○ 「自分らしさ」 

（研究授業：11月20日） 

○ 学級活動「６年生への 

心構えをつくろう」 

（3月 10日） 
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(5) 成果と課題（○：成果 ●：課題） 

  ○ 「よのなか教室」の話し手の方の多様な価値観に触れることで、児童生徒の視野が広がり、

将来に向けて前向きに生活しようとする意識が高まった。 

  ○ 核となる体験活動と日々の授業とを関連付け、ストーリー性のある授業を実践したことで、

教師だけでなく児童生徒も、見通しをもって活動することができた。 

  ○ キャリア教育支援センターと連携して事前の授業づくりを進めたことで、指導者も新たな

視点を得られ、授業の改善を図ることができた。 

  ● 学校側は、キャリア教育支援センターに依頼するのみの活動に終始せず、目的をもって授

業や体験活動等を計画・推進し、長期的な視点をもった教育活動を展開していく必要がある。 

  ● キャリア教育支援センターと連携した授業を実践する上では、学校側と「よのなか教室」

の話し手の方との直接のやりとりが多くなるため、打合せの時間を確保する必要がある。 

 

２ 英会話科研究班 

  平成１８年３月中央教育審議会外国語専門部会は「審議のまとめ」の中で、グローバル化の進 

展へ対応し小学校段階における外国語教育を充実させる必要があると報告しており、平成２３年

度から全国一斉に外国語活動がスタートした。本市においては、平成２０年度より市内の全小・

中学校において「英会話科」がスタートしている。これは、将来の国際社会において、児童生徒

が文化や価値観の違う外国の人々と豊かな人間関係を築くことができる実践的コミュニケーショ

ンの基礎を培うことをねらってのことである。 

   本市の児童生徒は、７年目となった英会話科の学習において、ＡＬＴや学級担任とともに楽し

くコミュニケーション活動に取り組んでいる姿が見られる。しかし、自分から進んであいさつを

したり、自分の思いや考えを豊かに表現したりすることができる児童生徒は多いとは言えない。

また、この英会話科の学習が将来の自分にどのように役立ち、どのように関わっていくのかを意

識しながら学習に取り組んでいるとは言えない。さらに指導者側の立場からは、ＡＬＴの日本語

のコミュニケーション能力の違いから、授業前の十分な打合せができないことやＡＬＴの配置転

換に伴って、指導方法の変更をしなくてはいけない現状がある。 

    そこで、これからの英会話科の学習は、自分の考えで何かを表現したり、相手に分かりやすく

伝えたりする実践的コミュニケーション能力を身に付けさせる必要があることから、目的意識を

もって英会話科の学習に取り組む児童生徒の育成に努めなければならない。 

  以上のようなことから、本年度は、児童生徒が目的意識をもって、楽しく積極的に互いの思い 

を伝え合う英会話科学習をめざして、研究主題・副題を次のように設定した。 

 

  (1)  研究主題及び副題 

 

 

   

 (2)  研究仮説 

      英会話科の学習において、児童生徒に単元を学ぶ意義を理解させたり、互いの思いを伝え

合うための学習活動を工夫したりすれば、将来の自分の姿をイメージしながら積極的にコミ

ュニケーションを図ろうとする児童生徒を育成することができるであろう。  

 

英語に慣れ親しみながら、積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童生徒の育成  

～英会話科における互いの思いを伝え合うための学習活動の工夫を通して～ 
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(3)  研究内容 

   ア 本市の英会話科の実態と分析 

   イ コミュニケーション活動の工夫と充実 

ウ 英会話科における児童生徒のキャリアプランニング 

   エ 学級担任とＡＬＴが連携した英会話科授業の基本的な学習指導過程の定着 

   オ 異文化及び外国人との交流の場の確保 

(4)  研究の実際 

    ア 本市の英会話科の実態と分析 

７年目を迎えた本市の英会話科について、 

アンケートを行った。 

本市では以前にもアンケートを実施した    

ことがある。今回は、英会話科授業に位置     

付けている Warm up におけるフォニックス   

の効果や英会話スキルの向上などについて 

尋ねることとした。    

アンケート全体を通して、英会話科の学

習は小学生・中学生ともに「好き」と答え

た児童生徒の割合が高い。また、「外国人

と話したい」「外国に行きたい」と自身の

キャリアプランと関連させて英会話科及び

英語の学習に取り組んでいる児童生徒が高

い割合を示していることがわかった。さら

に、英会話科において児童生徒が「好き（得

意）」「嫌い（苦手）」と感じている活動も把握できた。 

        このことから、児童生徒に日々の英会話科の学習に対して目的意識をもたせ、その目的

達成のためのコミュニケーション活動を意図的に仕組んでいくことが重要だと考えた。 

イ コミュニケーション活動の工夫と充実 

          学習指導要領「外国語活動編」を受け、内容の取扱い（オ）に着目し、小学１年生から中

学３年生までの英会話科の授業においてコミュニケーション活動の充実を図ることにした。 

具体的な内容については、以下に第５学年の例を示す。 

 (ｱ) 身近な場面の設定 

           場面に応じた英語を発話する意欲を高めるために、「買い物をする」「買った材料で     

料理をする」など実体験を伴う授業を構成する。第１回検証授業では“Let's go shopping”

の単元において、サンドイッチの材料を買ったり売ったりする活動を取り入れた。単元

の最後に買った材料を使って調理をするという計画を立てた。実物の食材を使うことで

児童に興味をもたせ、食材がないと調理ができないという意欲付けを行った。 

 (ｲ)  Greeting や Warm up における児童生徒への支援 

        Greeting や Warm up はグループの友達同士によるあいさつを取り入れ友達との関わり

をもたせるようにした。体調・天気・月日・曜日、好きなもの・苦手なものなど、いく

つかのパターンを決めグループ内で交流させた。ＡＬＴだけでなく友達からも英語表現

をインプットできるようにし、たっぷり英語に触れさせていくようにした。 
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(ｳ)  Introduction of Target Expression における児童生徒への支援 

      この段階では、前時の学習をもとに、本時のコミュニケーション活動につながる表現の練

習をしていく。最後のインプットの時間もこの段階で行った。 

(ｴ)  Communication Activities における児童生徒への支援 

この段階では、児童生徒が目標を達成するために積極的なコミュニケーションができるよ

う意図的な活動を取り入れた。全児童が時間いっぱいそれぞれの立場でたくさんの英語を発

話することができた。また、英語の発話によるコミュニケーションだけでなく、ジェスチャ

ーや表情など言葉とは別のコミュニケーション活動にも積極的に取り組んでいた。 

(ｵ)  Farewell における児童生徒への支援 

     本時の学習への取組を評価させるとともに、すばらしい取組を全体に紹介し、称讃するこ

とで、次時の活動への意欲の向上を図るようにした。 

ウ 英会話科における児童生徒のキャリアプランニング 

      英会話科を「何のために学ぶのか」「将来にどう役立つのか」など、学ぶ意義を児童生徒が

認識して学習に取り組むこと、特に中学生は、自分の将来の夢や姿を思い浮かべるとともに、

夢の実現のために今何を学ぶべきかを考えながら学習することが重要であると考え、次の３点

を重視して単元を構成することにした。 

(ｱ) 人と人とをつなぐ 

        異言語・異文化をもつ様々な人々とのつながりを意識させる。異なる言語をもつ人々との

対話だけでなく、様々な文化背景・価値観をもつ人々、様々な場所で様々な仕事に従事す

る人々とつながる機会の広がりを意識させる。 

     (ｲ) 自分を見つめ直す 

       英語を通して様々な人々とコミュニケーションをする過程において、「自分がなぜ英語

を学んでいるのか」「将来、どのような場面で役に立つのか」を意識させ、自分自身の将

来の夢や希望につながる学習を展開することで、自分を見つめ直す場とする。 

     (ｳ)  自己の成長を実感する 

          新しい言語を学ぶことは、恥ずかしさや不安・葛藤を伴うものであるが、その気持ち     

の中で「今後どのように取り組んでいくのか」など自問自答し自分を成長させる。 

       本研究所の第２回検証授業では中学校第１学年「買い物」の単元において、上記のよう

な意義を児童生徒が認識できるような活動を一単位時間または単元において取り入れるこ

とにした。                                                                 

  導入の段階で、高校における海外の修学旅行、または将来の海外旅行を生徒に想定させ

海外での買い物の場面でどのような表現をするのかを考えさせる。全４時間の計画である

が、第１次に「何色が欲しいですか」「私は～がほしいです」の表現を学習する。第２次

に「いらっしゃいませ」「Ｔシャツを探しています」「これはどうですか」を付け加え、

第３次において「いくらですか」「○○ドルです」と支払い場面を設定する。模擬紙幣を

使用させ、通貨単位をドルにしたことで異文化を学ぶ機会にもなった。 

第３次まで、買い物における表現をスモールステップで構成し、生徒一人一人が自分の

成長が実感できるような学習を展開した。また、授業の終末では、本時においてできるよ

うになったことや次時の学習でできるようになりたいことを発表させ、生徒一人一人を称

讃していくようにした。 
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【日向市英会話科授業の基本的な流れ】 

１ Greeting（あいさつ） 

２ Warm up（ウォーミングアップ） 

３ Introduction of Target Expression 

        （目標表現の導入） 

４ Games＆Activities 

     （目標表現に親しむ活動） 

５ Communication Activities 

    （コミュニケーション活動） 

６ Farewell（あいさつ） 

エ 学級担任とＡＬＴが連携した英会話科授業の学習指導過程の定着 

     学級担任の立場から、全く日本語を話すことができないＡＬＴとのコミュニケーション 

        をしなければならない現状がある。 

     そこで、右のような英会話科授業の基本的な学習指導過程の定着を図るために、夏季休 

業中に３つの小学校で英会話科研修を行った。      

この研修会には３つの小学校の職員の他、近隣の学校    

の職員にも参加を呼びかけ、市内全小学校で同じ学習指        

導過程で学習が進められるようにするとともに、ＡＬＴ   

にも参加を要請した。 

 この研修会において、英語表現のインプットとアウト

プットの割合について共通理解を図った。単元の導入は

インプット中心、それから徐々にアウトプットの時間を

増やし、終末、特に Communication Activities の時間はアウ

トプットだけで授業を進めていくことも確認した。 

     ＡＬＴ配置転換による指導方法の変更は、学級担任だけ

でなく児童生徒にも困難が生じることから、一貫した指導

方法を定着させるためにＡＬＴへの研修会も実施した。 

オ 異文化及び外国人との交流の場の確保 

       (ｱ) 国際交流イベント「ＡＬＴたちと交流しよう」 

      本市の英会話科の授業は、全て学級担任とＡＬＴたち

との連携のもとに行われている。そのため、本市には７

名のＡＬＴが配置されておりネイティブスピーカーとし

て大きな役割を果たしている。 

      そこで、本市教育委員会が国際交流イベント「ＡＬＴ

たちと交流しよう」を主催し、本研究所が運営に参加す

ることとした。このイベントは日頃学習している英会話

科の授業における成果を楽しみながらさらに深めていく

とともに、市内の他の学校の児童生徒と英語を通して仲良くなりながら国際感覚を身に

付けていく機会となった。 

(ｲ)  英会話科室の整備 

    児童生徒にとって楽しい英会話科の学習を展開するには環境整備は欠かすことので

きないものである。また、英会話科全ての授業に携わるＡＬＴにおいても、教材の保管・

整備は重要であると考え、次の３点から英会話科室の整備に取り組んだ。ここでは日知

屋小での取組を紹介する。 

ａ 活動スペースの確保 

  児童生徒が活動しやすいスペースを確保するために、机・椅子を常設しないよ

うにした。このことで、ゲームやインタビューなど、友達同士でのコミュニケー

ション活動が充実した。また、活動によっては机・椅子が必要な場合があるので、

いつでも出し入れができるように、教室側面に置くようにした。 
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ｂ 教材・教具の保管、整備 

       単元ごとに使用したピクチャーカードなどの教材・教具を棚に収納し、学年別に整

理した。また、視聴覚機器（ＣＤプレーヤー、リズムボックス等）や学年共通の教具・

教材は別の棚に収納することにした。 

ｃ 掲示物の工夫 

  色、月、季節、道具、果物、野菜、乗り物等、生活の中で使われるもののピクチャ

ーカードや児童生徒が調べた外国の紹介及び世界地図を常設した。児童生徒は、英会

話科室に入った瞬間から異文化に触れられるとともに、英会話科を学ぼうとする意欲

をもつことができた。 

 (5) 成果と課題（○：成果 ●：課題） 

○ 児童生徒にとって身近な場面を設定するとともに、実体験がともなうようなコミュニケー

ション活動を意図的に学習指導過程の中に位置付けることで、児童生徒は活動に興味・関心

をもち、積極的に友達とかかわりをもつことができた。 

○ 単元の導入で、児童生徒に単元を学ぶ意義を伝えることにより、児童生徒は自分の将来の

夢や姿を思いながら英会話科学習に取り組むことができた。 

○ 夏季休業において、市内３校で教職員向けの英会話科研修を実施したことにより、英会話

科の学習の流れや各段階でのゲームの活用など、指導方法の共有化が図られた。 

○ 「ＡＬＴたちと交流しよう」の運営や英会話科室の設置及び整備により、児童生徒は異言

語・異文化とふれあう機会が増え、国際感覚を尐しずつ身に付けられるようになった。 

● ＡＬＴに対して研修の充実及びＡＬＴと学級担任との打合せの充実を図る必要がある。 

● 英会話科の評価の在り方について、再検討する必要がある。 
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